2026年度「はばたけ共創の翼！つくば発・URAがつなぐ
学際シーズ発掘プログラム」申請書＜u-Rad申請ページ＞


申請者（筑波大学研究代表者）情報
氏名、所属、職名・役職、メールアドレス、学位取得年、科研費研究者番号、申請者の筑波大学研究者総覧（TRIOS）のURL
研究課題の基本情報
研究課題名（日本語または英語）

申請区分
次のいずれかを✔してください。（重複申請は不可）
□ 研究シーズ深化型（上限100万円／件、筑波大学所属の若手研究者）
□ 異分野連携拡大型（上限200万円／件、つくば地域の研究機関等と2機関以上で連携）

期待するURA伴走支援（あれば）
URAからの支援として希望するものがあればご記載ください。
例）研究者ネットワーク形成支援、研究計画ブラッシュアップ、外部資金申請支援、成果発信支援（AI活用研究者カタログ等）

同意事項
本事業への申請にあたり、下記の各事項についてご確認のうえ、同意いただける場合は下記チェック欄に✓を記入してください。なお、同意いただけない場合は、申請を受理できませんのでご了承ください。
· 本応募課題と同様の内容で他の共同研究事業に応募・採択されていません。
· 採択された場合に支給される支援金は、本学の規程に従い適正に執行します。
· 報告書の提出ならびに成果発表会での発表を行います。
· 研究シーズの可視化・公開（研究者カタログ）等、本学URAの活動に協力します。

　□　本公募への申請にあたり、上記の内容に同意します。
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2026年度「はばたけ共創の翼！つくば発・URAがつなぐ
学際シーズ発掘プログラム」申請書

1. 応募者（研究代表者）情報
	氏名
	

	フリガナ
	

	所属機関・部局
	

	職名
	

	E-mail
	

	電話番号
	



2. 共同研究者・参画機関（異分野連携拡大型のみ）
※筑波大学以外の研究機関に所属する研究者を2名以上記載ください。
	氏名
	所属機関・部局
	職名
	専門分野
	連絡先（E-mail）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	



3. 研究課題の基本情報
	研究課題名（日本語）
	

	研究課題名（英語）
	

	キーワード（4-6語）
	





4. 研究概要（研究シーズ深化型・異分野連携拡大型共通）
以下青字の指示書きを踏まえて次の項目を2頁以内で記載してください。青字は提出時に削除してください。文字のサイズは10.5ポイント以上としてください。　
	必要に応じ図表を用い、分野外の審査員にも理解できるようにわかりやすく記載するように努めてください。
①研究背景
· 適宜先行研究を引用し、技術的課題・社会課題など国内外の潮流を簡潔に示してください。
· 現時点でどの課題が未解決なのか（何がまだできていないのか）を明確に示してください。
· そのうえで、本研究がなぜ必要なのか、どのような点で重要性をもつのかを説明してください


②着想の経緯
· 既存研究と比較して何が・どこが新しいかを記述してください。
· 既存研究や従来のアプローチでは捉えきれなかった課題、矛盾、見落とされてきた事象などを示し、そこから本研究提案として、どのようにして、新しい発想が生まれたのかを説明してください。
· 本研究提案がこれまでの研究経験や内容と関連がある場合、自身の研究経験や構想がどのように本研究の独創的な着想を形成したかを具体的に述べてください。

[image: ]
③研究目的
· 学術的な問いまたは解決したい社会課題等を踏まえて、本研究の研究の問い（Research Question）”を記述してください。
· 研究目的を端的な言葉で記述してください。
· 研究シーズ深化型では「萌芽アイデアの核」を記述してください。
· 連携拡大型では「連携により「何が」「どんなことが」可能になるか」を明示してください。


④研究方法
· 分野外の審査員でも理解できるように、わかりやすく記述してください。
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5.  研究計画と将来展望（研究シーズ深化型のみ）  
以下青字の指示書きを踏まえて次の項目を1頁以内で簡潔に記載してください。青字は提出時に削除してください。文字のサイズは10.5ポイント以上としてください。
	異分野連携拡大型に応募される方は本欄を空欄としてください。
研究シーズ深化型に応募される方は、以下の項目を記述してください
①期待される成果・インパクト
· 本研究の結果期待される成果を、学術的な意義や社会的インパクト等の観点から記述してください。
· 本研究の結果、将来的に期待できるアウトカム・成果物 （論文・特許・新概念・概念実証・プロトタイプ製作など）を記述してください。
· 本研究から得られる成果をもとに、どのような外部資金の獲得に発展させることが期待できるかを記述してください。（獲得を目指す外部資金名・カテゴリー）



②将来的な学際研究への展開の可能性
· 本研究で得られた知見から、学際的研究*への発展につながる要素を考え、どういった展開が考え得るか記述してください。

※本事業における「学際的研究」とは、異なる学問分野の理論・手法・知見を相互に活用し、単一の分野では解決が困難な研究課題に対して、分野横断的な視点から取り組む研究を指します。単に複数分野の研究者が参加するだけではなく、各分野の知見を有機的に結びつけることにより、新たな学術的価値の創出や課題解決につながる研究を想定しています。
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6.  研究計画と将来展望（異分野連携拡大型のみ）  
以下青字の指示書きを踏まえて次の項目を1頁以内で簡潔に記載してください。青字は提出時に削除してください。文字のサイズは10.5ポイント以上としてください。
	研究シーズ探索型に応募される方は本欄を空欄としてください。
異分野連携拡大型に応募される方は、以下の項目を記述してください。

①期待される成果・インパクト・将来展望
· 本研究の結果期待される成果を、学術的な意義、社会的インパクト、将来の発展可能性等の観点から記述してください。
· 特に研究によって明らかになる新しい知見の応用可能性や長期的な展望（研究段階、国際展開、教材化・制度化など）を示してください。
· 本研究の結果、将来的に期待できるアウトカム・成果物 （論文・特許・新概念・概念実証・プロトタイプ製作など）を記述してください。
· 本研究から得られる成果をもとに、どのような外部資金の獲得に発展させることが期待できるかを記述してください。（獲得を目指す外部資金名・カテゴリー）
 

②研究連携体制
· 連携目的、各機関の役割分担等記載してください。必要に応じ連携体制図を挿入してください。  
· つくば地域の“多機関連携でなければ実現できない理由」があれば記述してください。
例）Aつくば地域研究機関の実験装置 × B機関のデータ × C大学の解析は、世界に先駆けて×××の研究データ解析に適応し得る。


③研究実施計画・スケジュール
· 研究の目的を達成するための具体的な実施計画を、段階ごとに明記してください。
· 実施期間全体を通じたスケジュールを、月単位または四半期単位で示してください。
· 各段階における到達目標（マイルストーン）を明確にしてください。
· 研究の進捗を確認・評価するための指標がある場合は記述してください。


















7. 予算計画（上限：研究シーズ深化型100万円／異分野連携拡大型200万円）
	予算項目（名称、仕様、数量など）
	金額（日本円）

	　
	a.設備備品費ならびに消耗品費
	

	
	　
	

	
	　
	

	
	
	

	
	
	

	
	　
	

	
	　
	

	
	b. 旅費
	

	
	　
	

	
	　
	

	
	
	

	
	　
	

	
	c.人件費・謝金
	

	
	　
	

	
	
	

	
	
	

	
	　
	

	
	d. その他
	

	
	　
	

	
	
	

	
	
	

	
	　
	

	合計
	



8. 利益相反の申告
応募者と機関の利益相反マネジメントについて
　応募者の誰かが何等かの形で関わっている或いは個人的利益を得ている機関に属する研究者が参加する研究課題を採択して寄付金を配分すると、利益相反に相当する場合があります。その様な疑義を避け、透明性と公正性を保つため、その様なケースに該当する研究者が参加する場合は、その旨及び必要性や妥当性、公正性を記載してください。必要性や妥当性、公正性について、書面・面接選考時に、審査員と研究計画に関連する分野の部局の利益相反委員会又は研究倫理審査委員会が検討し、採択された場合には、必要な利益相反マネジメントの対応を行って頂きます。
応募者の誰かが何等かの形で関わっている或いは個人的利益を得ている機関とは、次の(1) ～(8)の様なケースです。該当の有・無を記載の上、該当する場合は、その様なケースに該当する研究者が参加する必要性や妥当性、公正性を記載してください。

(1) 応募者の誰かの研究成果を基に設立した機関　　　　　　　　　　　　該当の有無：
(2) 応募者の誰かが兼業している機関　　　　　　　　　　　　　　　　　該当の有無：
(3) 応募者の誰かが役員である機関　　　　　　　　　　　　　　　　　　該当の有無：
(4) 応募者の誰かが株式を保有している機関　　　　　　　　　　　　　　該当の有無：
(5) 応募者の誰かが研究成果の実施料や売却による収入を得ている機関　　該当の有無：
(6) 応募者の誰かが給与（計100万円以上）を得ている機関　　　　　　　該当の有無：
(7) 応募者の誰かが法人の管理下にない金銭、物品、役務等であって　　　該当の有無：
     研究に関連するもの又は研究の信頼性を損なうおそれのあるもの　　　
   （補助金・助成金等のすべての研究資金、奨励金、賞金、寄附金、
     出張費、講演料、執筆料、物品、役務）を得ている機関
 (8) 上記以外でも利益相反があると思われる場合　　　　　　　　　　　該当の有無：

上記(1) ～(8)のいずれかに該当する場合は、その様なケースに該当する研究者が参加する必要性や妥当性、公正性を以下に記載してください。
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